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平
成
か
ら
令
和
に
な
っ
て

館
長
　
村
　
瀬
　
　
　
豊
　

　
平
成
が
終
わ

り
、
五
月
一
日
か

ら
新
元
号
の
令
和

と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
を
振
り
返

る
と
、
ベ
ル
リ
ン

の
壁
崩
壊
、
東
西
冷
戦
の
終
結
で
始

ま
り
、
国
内
で
は
バ
ブ
ル
経
済
の
崩

壊
、
平
成
七
年
阪
神
淡
路
大
震
災
、

平
成
十
二
年
鳥
取
西
部
地
震
の
ほ
か

東
日
本
大
震
災
や
西
日
本
豪
雨
災
害

な
ど
自
然
災
害
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。

　
地
球
温
暖
化
は
進
ん
で
い
ま
す

が
、
令
和
で
は
災
害
の
少
な
い
穏
や

か
な
時
代
に
な
る
よ
う
切
に
願
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
来
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
二
〇
二
五
年
に
は

大
阪
万
国
博
覧
会
の
開
催
と
明
る
い

話
題
が
続
き
ま
す
。

　
公
民
館
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
令

和
最
初
の
校
区
民
運
動
会
は
晴
天
に

恵
ま
れ
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
青
少
年
育
成
会
事
業
の
ち
ま
き
作

り
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
夏
休
み
の

プ
レ
ー
パ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
、
ゴ
ズ
釣

り
、
も
ち
つ
き
、
凧
揚
げ
等
イ
ベ
ン

ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

達
の
真
剣
な
顔
や
は
じ
け
る
よ
う
な

笑
顔
を
楽
し
み
に
、
子
ど
も
育
成
会

や
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
活
動
実
行
委
員

会
の
皆
さ
ん
と
共
に
実
施
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
崎
津
ワ
ク
ワ
ク
ま
な
び
大
学
で

は
、
春
の
現
地
学
習
で
鳥
取
砂
丘
の

砂
の
美
術
館
と
大
江
ノ
郷
自
然
牧
場

に
行
き
ま
し
た
。
砂
の
美
術
館
の
今

年
の
テ
ー
マ
は
、
南
ア
ジ
ア
で
マ
ハ

ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
の
大
き
な
砂
像
等

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
江
ノ

郷
で
は
、
天
美
卵
の
パ
ン
ケ
ー
キ
や

卵
か
け
ご
は
ん
を
何
杯
も
お
か
わ
り

さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
満
足
さ
れ
た
事

と
思
い
ま
す
。
秋
の
現
地
学
習
は
、

山
陰
の
小
京
都
津
和
野
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
ク
ラ
ブ
や
同
好
会

の
皆
さ
ん
が
た
く
さ
ん
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。
ワ
ク
ワ
ク
ま
な
び
大
学
も

含
め
、
ど
な
た
で
も
、
い
つ
か
ら
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
利

用
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
職

員
一
同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

令和元年度　今後の予定

回 日　　　時 テ　　ー　　マ 講　　　師 場　 所

5
７月26日（金）
　13：30～15：00

歴史講座「米子の歴史　崎津の歴史」
米子市文化振興課

下高　瑞哉 氏
崎 津
公 民 館

6
８月20日（火）
　13：30～15：00

教養講座「葬儀よもやま話」
㈱ピアベール

長谷川　誠樹 氏
崎 津
公 民 館

７
９月19日（木）
　13：30～15：00

健康講座「ねっころりん体操」
一般体操指導員

城市　真彩未 氏
崎 津
公 民 館

８ 10月18日（金）
現地学習

「小京都津和野散策
～城下町の歴史と文化を感じて～」

島 根 県
津和野町

９
11月26日（火）
　13：30～14：30

音楽講座「オカリナとサキソフォン
ギターの調べとともに」

おおはら音楽教室　大原　章子 氏
ギタリスト　実重　誠吾 氏

崎 津
公 民 館

10
12月６日（金）
　13：30～15：00

音楽講座・閉講式
「みんで楽しく歌いましょう」
「ワクワク？まなびましたか？」

さきつスミレ会
崎 津
公 民 館

崎津ワクワクまなび大学
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五
月
十
二
日
、
目
が
覚
め
る
と
真
っ
先
に
窓
の
外
の
天

気
を
確
か
め
る
。
少
々
風
が
あ
る
も
の
の
絶
好
の
運
動
会

日
和
で
あ
る
。
良
し
�
と
思
わ
ず
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
て

し
ま
う
。

　
午
前
八
時
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
で
は
本
部
テ
ン
ト
、
各

区
の
テ
ン
ト
設
営
が
も
う
始
ま
っ
て
い
る
。
公
民
館
の
体

育
部
員
や
各
区
の
運
動
会
役
員
も
徐
々
に
集
ま
り
、
そ
の

輪
の
中
に
中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
十
二
人
も
加
わ
る
。

毎
年
の
よ
う
に
地
元
の
中
学
生
に
は
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
。
正
に
縁
の
下
の
力
持
ち
的
存
在
で
頼
り
に
な
る
中
学

生
た
ち
で
あ
る
。
あ
り
が
と
う
と
、
お
礼
を
言
わ
せ
て
い

た
だ
く
。

　
崎
津
校
区
の
運
動
会
の
特
色
と
言
え
ば
、
純
粋
な
か
け
っ

こ
の
競
技
が
少
な
い
。
裏
を
返
せ
ば
道
具
や
器
具
を
使
っ

て
の
楽
し
い
競
技
が
多
く
、
足
の
遅
い
私
で
も
充
分
に
勝

て
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
と
は
言
え
、
そ

う
上
手
く
は
い
か
な
い
の
だ
が
…
。

　
も
う
一
つ
の
特
色
は
、
各
区
対
抗
で
得
点
を
競
い
順
位

を
決
め
る
の
だ
が
、
抽
選
に
よ
り
得
点
を
決
め
る
種
目
が

あ
る
。
競
技
は
ビ
リ
で
も
得
点
は
一
位
と
い
う
こ
と
も
あ

る
の
だ
。
こ
の
抽
選
の
ド
キ
ド
キ
感
が
ま
た
た
ま
ら
な
い
。

　
今
年
は
各
区
と
も
若
い
世
代
の
方
の
参
加
が
多
く
、
運

動
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で

若
者
の
地
域
離
れ
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
運
動
会
で

の
こ
の
現
状
を
素
直
に
喜
び
た
い
。

　
令
和
最
初
の
運
動
会
に
当
た
り
、
地
方
創
生
は
こ
の
崎

津
か
ら
�
こ
ん
な
こ
と
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
運
動

会
と
な
っ
た
。

　
天
候
に
恵
ま
れ
た

　
　
令
和
最
初
の
崎
津
校
区
民
運
動
会

体
育
部
　
　
　
　
　
　

門
　
脇
　
一
　
男
　

あつあつリレー

二
人
で
仲
良
く
デ
カ
パ
ン
競
争

崎
津
迷
物
リ
レ
ー

俵
は
こ
び
リ
レ
ー

お
や
つ
を
釣
っ
て
ゴ
ー
ゴ
ー
ゴ
ー
�

玉
入
れ

運 動 会
令和元年

５月12日（日）
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今
年
の
四
月

か
ら
崎
津
小
学

校

の

Ｐ

Ｔ

Ａ

会
長
を
務
め
て

お
り
ま
す
津
田
憲
一
と
申
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
先
日
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
記
事

で
あ
る
人
が
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ

て
い
ま
し
た
。
童
話
『
桃
太
郎
』

の
話
は
、
お
ば
あ
さ
ん
が
流
れ
て

き
た
桃
を
拾
っ
て
、
家
に
持
っ
て

帰
っ
て
切
っ
た
こ
と
が
素
晴
ら
し

い
こ
と
だ
、
と
。
確
か
に
流
れ
て

き
た
桃
を「
面
倒
く
さ
い
」と
い
っ

て
拾
わ
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
こ

の
話
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

　
崎
津
小
学
校
の
基
本
構
想
・
め

ざ
す
子
ど
も
像
に
『
気
づ
き
、
考

え
、
判
断
し
行
動
す
る
子
ど
も
』

と
い
う
一
言
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
『
気
づ
き
』
っ
て
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
を
少
し
考
え
て
み
ま
し

た
。

　
例
え
ば
、
道
で
今
す
れ
違
っ
た

人
が
ハ
ン
カ
チ
を
落
と
し
た
か
も

し
れ
な
い
、
と
い
う
場
面
に
遭
遇

し
ま
し
た
。
落
ち
た
ハ
ン
カ
チ
に

気
づ
く
人
、
気
づ
い
て
す
れ
違
っ

　『
気
づ
き
』
に
つ
い
て崎

津
小
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
津
　
田
　
憲
　
一
　

た
人
に
声
を
掛
け
た
り
、
汚
れ
な

い
よ
う
に
高
い
場
所
に
置
い
た
り

す
る
人
、
中
に
は
気
づ
か
な
い
人

も
い
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
気

づ
か
な
い
人
の
中
に
も
、
好
き
な

子
や
自
分
の
子
ど
も
が
ハ
ン
カ
チ

を
落
と
し
た
ら
気
づ
く
人
が
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
桃
太
郎
の
お
ば
あ
さ
ん
の
気
づ

き
は
好
奇
心
と
言
い
換
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、
ハ
ン
カ
チ
の
気

づ
き
は
目
を
掛
け
る
、
思
い
や
る

と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

　
日
常
生
活
の
中
に
は
た
く
さ
ん

の
気
づ
き
が
あ
り
ま
す
。
で
き
る

だ
け
た
く
さ
ん
の
人
に
興
味
を

持
っ
て
、「
髪
切
っ
た
ね
」「
新
し

い
靴
だ
ね
」「
今
日
は
嬉
し
そ
う

だ
ね
」「
元
気
な
い
け
ど
ど
う
し

た
の
」「
ケ
ガ
し
た
の
？
」
な
ど

と
気
づ
き
に
対
し
て
み
ん
な
が
声

を
か
け
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

も
っ
と
優
し
い
社
会
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
私
自
身
も
『
気
づ
き
、
考
え
、

判
断
し
行
動
す
る
大
人
』
を
目
指

し
て
頑
張
り
ま
す
。

い

き

い

き

サ

ロ

ン
その３

　
五
区
「
い
き
い
き
ゆ
め
サ
ロ
ン
」

代
表
者
　
藤
　
本
　
瑞
　
子
　

　『
開
催
日
』
　
毎
月
十
八
日

　『
会
　
員
』
　
十
一
名

　
毎
月
五
区
集
会
所
に
集
ま
り
、
お
手
製
の
物
を
持
ち
寄

り
、
そ
れ
を
お
供
に
お
茶
を
し
な
が
ら
日
常
の
出
来
事
を
話

し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
時
に
は
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
に
き
て
い
た
だ
き
、
お

話
や
、ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
新
年
会
を
開
い
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　
六
区
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
ゆ
う
あ
い
」

代
表
者
　
松
　
本
　
照
　
子
　

　『
開
催
日
』
　
毎
月
第
二
水
曜
日

　『
会
　
員
』
　
二
十
名

　
毎
月
第
二
水
曜
日
集
会
所
に
集
ま
り
、講
演
を
聞
い
た
り
、

健
康
体
操
を
し
た
り
、
指
先
の
運
動
を
し
た
り
、
歌
っ
た
り

い
き
い
き
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
指
し
、
共
に
楽

し
く
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
集
い
の
場
で
す
。

　
又
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力
で
お
話
し
を
聞

い
た
り
ご
指
導
し
て
頂
き
ま
す
。

　
毎
年
一
月
は
新
年
会
も
楽
し
み
で
す
。

　
こ
の
度
「
ま
ち
の
保
健
室
」
地
区
健
康
教
室
の
出
前
講
座

で
は
、
鳥
大
医
学
部
生
に
よ
る
、
糖
尿
病
と
高
血
圧
の
お
話

を
聞
く
こ
と
が
出
来
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
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崎
津
囲
碁
ク
ラ
ブ

代
表
　
石
　
橋
　
俊
　
夫
　

同好会
紹　介

　
現
在
七
名
で
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　
勝
っ
た
り
負
け
た
り

つ
い
つ
い
時
間
を
忘
れ

て
熱
が
入
り
ま
す
。
そ

の
度
に
反
省
点
を
語
り

合
い
な
が
ら
親
睦
を
深

め
て
い
ま
す
。
強
い
人

に
は
そ
れ
な
り
の
ハ
ン

デ
ィ
が
あ
り
、
だ
れ
で

も
平
等
な
勝
負
が
で
き

る
の
が
囲
碁
の
魅
力
で

も
あ
り
、
頭
の
体
操
に

良
い
と
思
い
ま
す
。

　
年
に
一
度
西
部
地
区
公
民
館
対
抗
に
参
加
し
、
他
の
公
民
館
の

方
々
と
の
親
交
を
深
め
た
り
日
頃
の
成
果
を
確
認
し
た
り
し
て
一

日
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
崎
津
地
区
で
も
た
く

さ
ん
の
囲
碁
愛
好
者
が

い
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
今
か
ら
囲
碁
を
覚

え
た
い
と
思
わ
れ
る
方

も
是
非
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
毎
週
水
曜
日

　
午
後
一
時
～
五
時

　
崎
津
公
民
館

今 後 の 予 定

Ｈ
30
年
７
月
21
・
22
日

　
プ
レ
ー
パ
ー
ク
＆
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

H31 年３月２日　凧作り

H31 年３月２日　凧揚げ大会
（ウィンズ米子　多目的広場）

７月	 20日	（土）	 プレーパーク&

７月	 21日	（日）	 　　サマーキャンプ

８月	 ８日	（木）	 夏休み子ども料理教室

８月	 24日	（土）	 夏休み工作教室

10月	 ５日	（土）	 ごずつり

11月	 10日	（日）	 公民館祭・べっ甲飴作り

12月	 14日	（土）	 もちつき

＜令和２年＞

３月	 ７日	（土）	 凧作り・凧揚げ大会

子どもふれあい活動 ～ 地域に支えられて ～

プールの奥にはテントも
沢山張りました
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平成 30 年度崎津公民館収支決算書
（平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日） 

令和元年度　崎津公民館役員名簿

令 和 元 年 度　 関 係 団 体 役 員 名 簿

令和元年度崎津公民館収支予算書
（平成 31 年４月１日～令和２年３月 31 日） 

収 入 の 部 （単位：円） 収 入 の 部 （単位：円）

支 出 の 部 （単位：円） 支 出 の 部 （単位：円）

費 目 予　算　額 決　算　額
繰 越 金 280,202 280,202
協 力 費 796,600 787,500
市 委 託 料 512,000 512,000
補 助 金 130,000 130,000
雑 収 入 181,198 255,052

合 計 1,900,000 1,964,754

費 目 予　算　額 前年度決算額
繰 越 金 264,663 280,202
協 力 費 805,000 787,500
市 委 託 料 512,000 512,000
補 助 金 100,000 130,000
雑 収 入 218,337 255,052

合 計 1,900,000 1,964,754

費 目 予　算　額 決　算　額
総 務 部 614,000 477,979
文 化 教 養 部 759,000 739,645
体 育 部 527,000 482,467

合 計 1,900,000 1,700,091

費 目 予　算　額 前年度決算額
総 務 部 594,000 477,979
文 化 教 養 部 779,000 739,645
体 育 部 527,000 482,467

合 計 1,900,000 1,700,091

収入 1,964,754 円－支出 1,700,091 円＝ 264,663 円は、 
令和元年度へ繰り越します。	 監事　友森　篤夫　

監事　杵築　　猛　

総 務 部 文化教養部

部　長 松　本　幸　弘 小　笹　美　保
副部長 濱　田　一　郎 友　森　　　享
副部長 山　根　まゆみ 今　出　コズエ
１　区 小　笹　秀　登 小　笹　美　保
２　区 松　本　幸　弘 木　村　友　昭
３　区 永　井　敏　男 木　村　保　広
４　区 角　　　達　也 矢　倉　誠　人
５　区 川　本　和　也 福　井　雄　治
６　区 濱　田　一　郎 友　森　　　享
７　区 山　根　まゆみ 今　出　コズエ
８　区 藤　澤　八須生 児　玉　知　子
９　区 林　原　浩　美 高　橋　健　治
１０区 本　池　敬　二 小　林　尚　子
小学校 矢　倉　美　弥 中　原　美奈子
保育園 佐　藤　幸知子 喜　多　里　絵

崎津地区人権・同和教育推進協議会

会 長 徳　永　哲　郎
副 会 長 矢　倉　検　治
副 会 長 関　　　美智子

崎 津 地 区 青 少 年 育 成 会

会 長 渡　部　優　貴
副 会 長 角　　　　　力
副 会 長 清　水　香代子

崎 津 地 区 保 健 推 進 員 会

会 長 矢　倉　美恵子
副 会 長 矢　倉　千　恵
副 会 長 木　村　生久代

崎津地区子どもふれあい活動実行委員会

委 員 長 長谷川　俊　一
副委員長 木　下　光　子

崎津地区食生活改善推進員会

会 長 福　間　妙　子
副 会 長 木　下　光　子

崎津地区民生児童委員協議会

会 長 関　　　美智子
1 区担当 関　　　美智子
2・3 区 担 当 木　村　俊　二
4・5 区 担 当 矢　倉　検　治
6 区担当 濱　田　登志江
7 区担当 内　田　頼　子
8・9・10 区担当 松　田　喜代枝
主任児童委員
（ 全 体 ）

池　田　由美子
清　水　香代子

崎 津 校 区 防 犯 協 議 会

会 長 武　良　賢　治
副 会 長 新　納　勝　美
副 会 長 松　本　俊　美

交 通 安 全 崎 津 支 部

支 部 長 矢　倉　通　宏
副支部長 山　口　　　誠

崎津交通安全えがおの会

会 長 淺　田　優　子
副 会 長 古　山　みち子
副 会 長 高　井　由紀江

公 民 館 運 営 協 議 会 委 員

会計 松　本　勝　彦 1 区自治会会長 副会長 渡　部　優　貴 青少年育成会会長
坪　倉　昭　人 2 区自治会会長 小　谷　良　夫 崎津小学校校長
新　納　勝　美 3 区自治会会長 津　田　憲　一 崎津小学校PTA会長
武　良　賢　治 4 区自治会会長 川　畑　珠　美 美保中学校PTA代表

会長 松　本　俊　美 5 区自治会会長 田　邉　まゆみ 崎津保育園園長
監事 友　森　篤　夫 6 区自治会会長 関　　　美智子 民生児童委員協議会会長

内　田　秀　秋 7 区自治会会長 池　田　由美子 主任児童委員代表
監事 杵　築　　　猛 8 区自治会会長 福　井　秀　人 消 防 分 団 長

市　川　栄　二 9 区自治会会長 矢　倉　通　宏 交通安全崎津支部長
景　　　和　子 １０区自治会会長 福　間　妙　子 食生活改善推進員会会長
矢　倉　検　治 社会福祉協議会会長 矢　倉　美恵子 保健推進員会会長
徳　永　哲　郎 人権・同和教育推進協議会会長

崎 津 校 区 自 治 連 合 会

会 長 武　良　賢　治
副 会 長 新　納　勝　美
副 会 長 松　本　俊　美

体 育 部

部 長 吉　岡　利　治 野 球 部 副 部 長 角　　　哲　男 １ 区 山　根　明　彦 松　本　信　枝
副 部 長 福　井　秀　人 バドミン

ト ン 部
部長（男） 角　　　勇　人 ２ 区 田　中　和　美 畑　　　智　子

副 部 長 角　　　勇　人 部長（女） 安　田　祥　子 ３ 区 木　村　　　裕 角　　　真知子
スポーツ推進委員 松　本　高　文 テニス部 部 長 安　田　公　司 ４ 区 北　恵　俊　勝 矢　倉　英　雄
スポーツ推進委員 山　口　由美子 グラウンド・ゴルフ部 部 長 岡　田　敏　明 ５ 区 角　　　哲　男 原　　　千代枝

バレー部 部 長 原　田　　　強 ゲートボール部 部 長 長谷川　俊　一 ６ 区 長谷川　俊　一 山　口　ま　み
副 部 長 山　口　由美子 ７ 区 曽　根　健太朗 長　谷　　　桂

卓 球 部 部 長 門　脇　一　男 ８ 区 赤　崎　昌　一
副 部 長 永　見　浩　三 ９ 区 幕　　　輝　吉 市　川　裕　美

野 球 部 部 長 曽　根　健太朗 1 0 区 足　原　丈　太

崎津地区社会福祉協議会

会 長 矢　倉　検　治
副 会 長 松　本　裕　三
副 会 長 長　江　一　馬
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令
和
最
初
の
「
館
報
さ

き
つ
」
は
、
思
い
切
っ
て

関
係
団
体
役
員
名
簿
を
代

表
者
名
の
み
の
掲
載
と
さ

せ
て
頂
き
、
そ
の
分
地
域

の
活
動
や
そ
れ
を
支
え
る

人
々
を
た
く
さ
ん
取
り
上

げ 

ま
し
た
。

　
さ
て
、
令
和
は
ど
ん
な

時
代
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
少
子
高
齢
化
が
加
速

し
孤
独
を
抱
え
る
人
が
増

え
る
中
、
地
域
で
の
支
え

あ
い
が
益
々
大
切
に
な
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
公

民
館 

が
そ
の
拠
点
に
な

り
、
支
え
あ
い
認
め
あ
う

社
会
に
な
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

　
編
集
委
員

松
　
本
　
幸
　
弘

梶
　
原
　
誠
　
人

渡
　
部
　
優
　
貴

仲
　
西
　
範
　
光

實
　
近
　
孝
　
子

上
　
本
　
曜
　
子

永
　
井
　
裕
　
子

　
今
年
一
月
十
二
日
、
大
﨑
神
社
へ
大
注
連

縄
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　
一
区
に
は
注
連
縄
保
存
会
が
あ
り
、
区
民

百
三
十
軒
余
り
の
方
々
の
協
力
を
得
て
四
年

毎
に
注
連
縄
を
作
り
、
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　
三
日
の
安
全
祈
願
祭
に
始
ま
り
、
五
日
ま

で
の
三
日
間
、
毎
日
四
十
名
程
の
皆
さ
ん
に

参
加
頂
き
、
胴
二
本
、
弧
三
個
を
作
り
上
げ
、

六
日
（
日
）
に
遊
園
地
で
若
衆
の
協
力
を
得

て
撚
り
上
げ
ま
し
た
。

　
七
日
か
ら
弧
の
取
り
付
け
、
飾
り
つ
け
な

ど
を
し
て
、
十
日
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
胴
体
の
長
さ
五
メ
ー
ト
ル
、
胴
回
り
一
・
六

メ
ー
ト
ル
、
重
量
約
三
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
一
区
の
区
民
は
注
連
縄
作
り
が
出
来
る
こ

と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
注
連
縄
作
り

を
す
る
こ
と
で
運
動
会
に
も
勝
る
沢
山
の
区

民
の
参
加
を
頂
き
、
親
睦
交
友
を
深
め
る
良

い
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
四
年
に
一
回
の
注
連
縄
作
り
は
大
変
で
す

が
、
技
能
伝
承
し
て
い
く
た
め
に
と
決
め
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
次
世
代
の
方
々

に
役
員
交
代
も
し
て
、
い
つ
ま
で
も
誇
れ
る

伝
統
技
能
と
し
て
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
注
連
縄
が
校
区
民
の
心
の
支
え
に
少

し
で
も
寄
与
出
来
れ
ば
幸
甚
に
思
い
ま
す
。

　
大
﨑
神
社
　
大お

お

注し

連め

縄な
わ

奉
納

一
区
注
連
縄
保
存
会
　
　
　
　
　
　

前
会
長
　
渡
　
部
　
仁
　
三
　

編
集
後
記


